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市川市

佐倉市

　

佐
倉
市
の
吉
田
勝
彦
さ
ん

（
66
）宅
の
庭
は
豊
か
な
自
然

に
囲
ま
れ
、目
の
前
に
あ
る
約

4
0
0
㎡
の
丹
精
し
た
花
畑

に
は
色
と
り
ど
り
の
花
が
一

年
中
咲
き
誇
る
。30
年
前
に

購
入
し
た
自
宅
の
庭
を
、丹

精
し
て
作
り
上
げ
、15
年
ほ

ど
前
か
ら
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ

ン
と
し
て
開
放
。花
々
を
眺

め
な
が
ら
散
策
出
来
る
よ
う

に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
、ま
さ
に
秘

密
の
花
園
の
よ
う
だ
。

　

退
職
後
本
格
的
に
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
に
取
り
組
み
、２
０

１
６
年
か
ら「
ル
リ
ビ
タ
キ

の
花
園
」と
し
て
オ
ー
プ
ン

し
た
。冬
に
同
ガ
ー
デ
ン
に

訪
れ
る
青
く
美
し
い
野
鳥
の

ル
リ
ビ
タ
キ
が
名
前
の
由
来

だ
。

　

同
園
で
は
年
２
回
オ
ー
プ

ン
ガ
ー
デ
ン
を
開
催
し
て
い

る
。３
月
か
ら
５
月
は
桜
や

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、パ
ン
ジ
ー
な

ど
、８
月
か
ら
９
月
は
ポ
ー

チ
ュ
ラ
カ
、サ
ル
ビ
ア
、千
日

紅
、彼
岸
花
な
ど
が
咲
く
。

　

今
の
季
節
は
特
に
広
報
は

　

１
８
７
３
年
に
千
葉
県
が

誕
生
し
て
か
ら
今
年
で
１
５

０
周
年
を
迎
え
る
。そ
れ
を

記
念
し
て
、県
内
各
地
で
入

館
無
料
施
設
や
無
料
コ
ン
サ

ー
ト
な
ど
の
催
し
が
開
催
さ

れ
る
。

■
千
葉
県
誕
生
１
５
０
周
年

記
念
祝
賀「
羽
衣
」

　

県
に
関
わ
り
の
あ
る
羽
衣

伝
承
に
ち
な
ん
で
、仕
舞
、狂

言
、能
、神
楽
、琵
琶
、日
本
舞

踊
の
公
演
が
開
催
さ
れ
る
。

▼
日
時
：

６
月
15
日

（
木
）13
時
開

演（
12
時
20

分
開
場
）。 

▼
場
所
：

青
葉
の
森
公

園
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
。

▼
出
演
者
：
観
世
流
能
楽

師 

松
木
千
俊
氏
、狂
言
師
高

澤
祐
介
氏
他
。

▼
座
種
：
有
料
指
定
席
３

０
０
０
円（
３
０
０
席
）。無

料
自
由
席（
５
８
５
席
、車

椅
子
席
８
席
を
含
む
）。

▽
問
☎
０
４
３
・
２
６
６
・

３
５
１
１
。

■
千
葉
県
誕
生
1
5
0
周

年
記
念
事
業
。八
千
代
市
市

民
会
館
開
館
50
周
年
記
念
。

第
33
回
県
民
の
日
記
念
コ
ン

サ
ー
ト
。「
サ
ウ
ン
ド
オ
ブ
ミ

ュ
ー
ジ
ッ
ク
」。

　

公
募
で
集
ま
っ
た
子
ど
も

た
ち
と
、プ
ロ
の
音
楽
家
に
よ

る
音
楽
劇
。

▼
日
時
：
６
月
11
日
（
日
）

14
時
開
演
（
13
時
30
分
開

場
）。

▼
場
所
：
八
千
代
市
市
民
会

館
大
ホ
ー
ル
。

▼
出
演
者
：
小
泉
莉
穂（
マ

リ
ア
）、荒
井
渉
吾（
ト
ラ
ッ
プ

大
佐
）、前
田
真
歩（
修
道
院

長
）。公
募
の
子
ど
も
た
ち
。

八
千
代
市
合
唱
協
会
有
志
。

※

全
席
自
由
、入
場
無
料
。

満
員
の
際
は
入
場
を
お
断
り

す
る
こ
と
も
あ
る
。　

▽
問
☎
０
４
７
・
４
８
３
・
５
１
１

１（
八
千
代
市
市
民
会
館
）。

■
千
葉
県
誕
生
1
5
0
周

年
記
念
第
36
回
若
い
芽
の
α

コ
ン
サ
ー
ト（
入
場
無
料
／

往
復
は
が
き
で
応
募
・
抽
選
）

小泉莉穂荒井渉吾前田真歩

吉田智就平塚七衣

坂口由侑

　

千
葉
県
に
関
係
す
る
若
手

音
楽
家
に
よ
る
公
演
。歌
劇

「
劇
場
支
配
人
」序
曲
Ｋ
・
４

８
６
／
ホ
ル
ン
協
奏
曲
第
４

番（
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
）。ピ
ア
ノ

協
奏
曲
第
３
番（
ラ
フ
マ
ニ
ノ

フ
）ほ
か
。

▼
日
時
：
７
月
15
日（
土
）

14
時
開
演
。

▼
場
所
：
市
川
市
文
化
会

館
大
ホ
ー
ル
。

▼
出
演
者
：
吉
田
智
就（
ホ

ル
ン
）、平
塚
七
衣（
フ
ル
ー

ト
）、坂
口
由
侑（
ピ
ア
ノ
）、

山
下
一
史（
指
揮
）。千
葉
交

響
楽
団
。　

▽
申
し
込
み
方
法
：
往
復
は

が
き
に
郵
便
番
号
、住
所
、氏

名
、電
話
番
号
、希
望
者
数

し
て
い
な
い
が「
ア
ジ
サ
イ
が

見
頃
で
す
」と
吉
田
さ
ん
。こ

の
時
期
は
オ
ル
レ
ア
と
い
う

レ
ー
ス
の
よ
う
な
白
い
花
、

千
鳥
草
、ヤ
マ
ア
ジ
サ
イ
の
赤

い
花
も
楽
し
め
る
。

　

前
職
は
教
職
の
吉
田
さ
ん

。音
楽
教
師
で
は
な
い
も
の
の

、若
い
頃
か
ら
ギ
タ
ー
の
弾

き
語
り
は
プ
ロ
級
の
腕
前
。コ

ロ
ナ
前
は
病
院
や
学
童
保
育

や
老
人
施
設
な
ど
で
演
奏
活

動
を
し
て
い
た
。現
在
も
毎

日
レ
ッ
ス
ン
は
欠
か
さ
な
い

と
の
こ
と
で
オ
ー
プ
ン
ガ
ー

デ
ン
の
時
期
に
は
ガ
ー
デ
ン

コ
ン
サ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
。

「
退
職
後
の
人
生
は
、好
き
な

花
と
音
楽
で
皆
さ
ん
に
喜
ん

で
貰
い
、社
会
に
貢
献
出
来

た
ら
」と
話
す
。

　

自
宅
内
に
は
自
ら
撮
影
し

た
花
の
写
真
が
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
さ
れ
て
い
て
居
心
地
の
良

い
空
間
だ
。２
階
か
ら
眺
め

る
庭
の
風
景
が
お
気
に
入
り

だ
そ
う
。見
学
は
可
能
。

　
「
来
園
者
か
ら
癒
さ
れ
た
、

元
気
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
る

の
が
何
よ
り
う
れ
し
い
」。花

を
通
じ
た
出
会
い
も
や
り
が

い
に
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。

丹
精
込
め
た
花
た
ち
に
合
い

に
出
か
け
て
み
て
は
い
か
が

か
。入
場
無
料
で
開
放
し
て

い
る
が
、来
場
は
事
前
に
必

ず
確
認
と
予
約
を
。京
成
大

佐
倉
駅
よ
り
徒
歩
10
分
。

▽
佐
倉
市
大
佐
倉
３
１
０-

５
。

▽
問
☎
０
４
３
・
４
８
５
・

８
１
４
８
。０
９
０
・
５
４

９
５
・
５
４
２
５
。

「
ル
リ
ビ
タ
キ
の
花
園
」

丹
精
の
庭

　
吉
田
ガ
ー
デ
ン

季節の変わり目は体調を崩しやすくなる時。こん

な時は、甘糀のパワーで乗り切りましょう。

こっくり美味しい麻婆豆腐です。

おうちでごはん

豚ひき肉………
☆水切り豆腐…
☆長ネギ………
☆玉ねぎ………
しょうが………

塩

ごま油

片栗粉

★水…………………
★鶏がらスープの素…
★甘糀………………
★醤油………………
★甜面醤……………
※お好みで豆板醤

200ｇ

１丁

１本

１個

10ｇ

300ｍｌ
大さじ１
100ｇ
大さじ 1/2
大さじ１

1．長ネギは小口切り、生姜・玉ねぎはみじん
切りにする。豆腐は一口大に切る。

2．フライパンにごま油をひき、生姜・玉ねぎ・
豚ひき肉・長ネギを入れ、塩をして炒める。

3．★の材料を混ぜあわせ、豆腐と一緒に２の
フライパンに入れ、ぐつぐつ煮る。

4．適量の片栗粉でとろみをつけ完成。

ココカラエガオ食堂ココカラエガオ食堂
矢路川結子

の

材料 作り方

こっくり美味しい！糀麻婆豆腐

「ココロ」と「カラダ」が笑顔になる ココカラエガオ研究所

　

C
型
肝
炎

　

C
型
肝
炎
は
、
血
液
製
剤

の
使
用
に
伴
う
感
染
や
、
戦

後
ヒ
ロ
ポ
ン
な
ど
の
薬
物
の
ま

わ
し
打
ち
な
ど
で
感
染
し
ま

し
た
。感
染
後
慢
性
化
す
る
と
、

多
く
は
徐
々
に
進
行
し
肝
硬

変
と
な
り
、
さ
ら
に
年
率
7

〜
10 

% 

程
度
が
肝
癌
を
合

併
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

1
9
9
2
年
か
ら
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
と
い
う
注
射
に

よ
る
治
療
が
始
ま
り
ま
し
た

が
、
辛
い
副
作
用
に
耐
え
て

治
療
を
継
続
し
て
も
治
る
人

は
ほ
ん
の
一
部
で
し
た
。
そ
の

後
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
は
改
良

さ
れ
成
績
は
改
善
し
ま
す
が
、

そ
れ
で
も
長
期
の
治
療
を
続

け
て
も
治
る
患
者
さ
ん
は
半

数
程
度
で
し
た
。

　

し
か
し
そ
の
後
、
飲
み
薬

が
開
発
さ
れ
、
2
0
1
4
年

の
終
わ
り
こ
ろ
に
は
飲
み
薬
だ

け
の
治
療
も
始
ま
り
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
さ
ら
に
治
療
薬
が

改
良
さ
れ
、
今
で
は
副
作
用

も
少
な
く
、
安
全
に
治
癒
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
病
気
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

C
型
肝
炎
も
末
期
に
な
る

ま
で
症
状
は
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
。
症
状
に
気
づ
い
て
か

ら
発
見
さ
れ
て
も
、
治
療
が

間
に
合
わ
な
い
可
能
性
も
あ

り
、
健
康
だ
と
思
う
時
に
こ

そ
積
極
的
に
検
診
を
お
受
け

に
な
り
、
陽
性
の
場
合
に
は

精
密
検
査
を
受
け
て
い
た
だ

き
、
精
密
検
査
で
感
染
が
確

認
さ
れ
れ
ば
、
治
療
を
お
受

け
に
な
る
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
障
害

　

ア
ル
コ
ー
ル
の
消
費
量
は

2
0
0
0
年
以
降
減
少
傾
向

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
ア
ル

コ
ー
ル
性
肝
障
害
は
増
え
て

き
て
い
る
印
象
で
す
。
特
に
近

年
は
女
性
の
患
者
さ
ん
も
多

く
、
女
性
は
男
性
よ
り
も
肝

障
害
を
起
こ
し
や
す
い
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
ス
ト
レ

ス
や
不
眠
症
の
た
め
飲
酒
さ

れ
る
方
も
多
く
お
ら
れ
ま
す

が
、「
自
分
の
意
志
で
飲
ん
で

い
る
の
だ
か
ら
自
己
責
任
」、

と
い
っ
た
厳
し
い
社
会
的
認
識

が
一
般
に
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

治
療
に
は
、
精
神
科
を
含
む

多
職
種
の
協
力
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

非
ア
ル
コ
ー
ル
性
脂
肪
性
肝
炎

　
（ 

N
A
F
L
D
や
N
A
S
H 

）

　

あ
ま
り
飲
酒
さ
れ
な
い
方

の
脂
肪
肝
を
N
A
F
L
D
と

い
い
ま
す
。
N
A
F
L
D
は

ダ
イ
エ
ッ
ト
に
よ
り
肝
臓
の
脂

肪
が
減
少
す
る
と
改
善
し
ま

す
が
、
そ
の
状
態
が
進
行
す

る
と
N
A
S
H
と
い
わ
れ
肝

硬
変
に
進
展
し
て
し
ま
う
病

態
と
な
り
ま
す
。
一
部
で
は

P
N
P
L
A
3 

や

な
ど
と
い
っ
た
遺
伝
子
多
型
が

発
症
に
関
連
す
る
こ
と
が
い

わ
れ
て
お
り
、
酸
化
ス
ト
レ

ス
や
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
の
増

大
、
ア
デ
ィ
ポ
サ
イ
ト
カ
イ
ン
、

腸
管
か
ら
の
エ
ン
ド
ト
キ
シ
ン

な
ど
の
関
与
が
示
唆
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

N
A
S
H
は
、
有
効
な
治

療
法
は
い
ま
だ
確
立
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
近
年
肥
満
者
は

増
え
て
い
な
い
よ
う
で
す
が
、

男
性
の
約
3
割
は
健
診
時
の

R
ep
o
rt

超
音
波
検
査
で
脂
肪
肝
と
診

断
さ
れ
て
お
り
、
国
民
病
と

も
い
え
ま
す
。
大
切
な
こ
と
は
、

N
A
S
H
に
進
展
す
る
前
に

早
く
脂
肪
肝
を
治
す
こ
と
で
、

食
事
療
法
と
運
動
療
法
が
重

要
と
い
え
ま
す
。

　

肝
臓
病
の
予
防
と
対
策

　

肝
臓
は
「
沈
黙
の
臓
器
」

で
す
。
自
分
は
大
丈
夫
な
ど

と
い
っ
た
思
い
込
み
は
捨
て
て
、

健
康
診
断
を
積
極
的
に
利
用

し
て
、
肝
臓
の
状
態
を
血
液

検
査
で
確
認
し
、
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
検
診
や
、
脂
肪
肝
の
有

無
の
確
認
の
た
め
に
超
音
波

検
査
を
お
受
け
に
な
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

慢
性
肝
炎
や
肝
硬
変
は
い

ろ
い
ろ
な
原
因
で
引
き
起
こ
さ

れ
ま
す
が
、

原
因
に
か

か
わ
ら
ず

肝
癌
を
合

併
す
る
こ

と
が
あ
り

ま
す
。
そ

の
た
め
、

慢
性
肝
炎

や
肝
硬
変

の
患
者
さ

ん
は
、
血
液
検
査
と
と
も
に

定
期
的
な
画
像
検
査
の
確
認

も
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

体
調
の
良
い
時
に
こ
そ
是

非
、
健
康
診
断
を
お
受
け
く

だ
さ
い
。

■
日
本
大
学
松
戸
歯
学
部
付

属
病
院

☎
０
４
７
・
３
６
０
・
７
１
１

１
（
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
）。

228
リポート

日
本
大
学
松
戸
歯
学
部

内
科
学（
消
化
器
）講
座  

教
授

   

山
本  

敏
樹  

先
生

第
二
十
九
回
模
写
本 

熊
野
懐
紙

徳
川
家
康（
1
5
4
3‒

1
6
1
6
）

く
ま
の
か
い
し

れ
て
き
た
定
家
の
書
風
が
、江

戸
期
に
盛
行
し
た
の
は
天
下

人
で
あ
る
家
康
自
ら
が
こ
の
書

を
愛
好
し
た
こ
と
も
大
い
に
影

響
し
た
の
で
し
ょ
う
。

　

書
は
そ
れ
を
紡
ぐ
人
た
ち

に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
て
ゆ
く

の
で
す
。

　
　
　
（
学
芸
員　

山
﨑
亮
）

【
釈
文
】

詠
河
邊
落
葉
和
謌

　

左
近
権
少
将
藤
原
定
家

そ
め
し
あ
き
を
く
れ
ぬ
と

た
れ
か
い
は
た
か
は
ま
た
な

み
こ
ゆ
る
や
ま
ひ
め
の
そ
て

旅
宿
冬
月

い
は
な
み
の
ひ
ゝ
き
は
い
そ
く

た
ひ
の
い
ほ
を
し
つ
か
に

す
く
る
ふ
ゆ
の
月
か
け

（
一
通
に
付
き
４
名
ま
で
）、

返
信
用
宛
先
を
明
記
し
て
以

下
へ
郵
送
。〒
２
６
０-

８
６

６
１（
住
所
略
可
）（
公
財
）

千
葉
県
文
化
振
興
財
団「
若

い
芽
の
α
コ
ン
サ
ー
ト
係
」。

6
月
16
日（
金
）必
着
。※
自

由
席
。応
募
多
数
の
場
合
抽

選
。未
就
学
児
入
場
不
可
。

▽
問
☎
０
４
３
・
２
２
２
・

０
０
７
７（
千
葉
県
文
化
振

興
財
団
）。

■「
成
田
山
書
道
美
術
館
」

　

６
月
11
日（
日
）は
、中
学

生
以
下
の
子
ど
も
同
伴
で
無

料
開
放
D
A
Y
。中
学
生
以

下
の
お
子
さ
ん
と
ご
一
緒
で
、

何
名
で
も
無
料
入
場
可
。終

日
、ス
タ
ッ
フ
が
会
場
を
巡
回

し
、案
内
し
て
く
れ
る
。

▽
問
☎
０
４
７
６
・
24
・
０

７
７
４（
成
田
山
書
道
美
術

館
）。

　

＊　
　
　

＊　
　

＊

　

県
内
の
博
物
館
や
ス
ポ
ー

ツ
施
設
で
は
無
料
開
放
な
ど

を
実
施
。こ
の
機
会
に
千
葉

の
魅
力
を
再
発
見
し
て
み
よ

う
。

■
15
日（
木
）入
館
・
入
園
無

料
・
割
引
実
施
施
設

◎
千
葉
県
立
美
術
館
。入
館

無
料
。☎
０
４
３
２
４
２
・

８
３
１
１
。千
葉
市
中
央
区

中
央
港
１-
10-
１
。

◎
千
葉
県
立
中
央
博
物
館
。

入
館
無
料
。☎
０
４
３
・
２
６

５
・
３
１
１
１
。千
葉
市
中

央
区
青
葉
町
９
５
５-

２
。

◎
千
葉
県
立
房
総
の
む
ら
。

入
場
無
料
。☎
０
４
７
６
・

95
・
３
３
３
３
。印
旛
郡
栄

町
龍
角
寺
１
０
２
８
。

◎
市
川
市
動
植
物
園
。小
・

中
学
生
の
入
園
無
料
。☎
０

４
７
・
３
３
８
・
１
９
６
０

市
川
市
大
町
２
８
４-

１
。

◎
県
立
現
代
産
業
科
学
館
。

千
葉
県
誕
生
１
５
０
周
年

「
千
葉
県
民
の
日
」

入
館
、駐
車
料
無
料 

。☎
０

４
７
・
３
７
９
・
２
０
０
０
。

市
川
市
鬼
高
１-

１-

３
。

◎
県
立
北
総
花
の
丘
公
園
。

Ｂ
・
Ｅ
ゾ
ー
ン
の
駐
車
料
無

料
。（
８
時
30
分
〜
17
時
30

分
）。☎
０
４
７
６
・
47
・
４

０
３
０
。印
西
市
原
山
１-

12

１
。

◎
習
志
野
市
谷
津
バ
ラ
園
。

入
園
無
料
。☎
０
４
７
・
４

５
３
・
３
７
７
２
。習
志
野

市
谷
津
３-

１-

14
。 

◎
ふ
な
ば
し
ア
ン
デ
ル
セ
ン

公
園
。中
学
生
以
下
の
入
園

無
料
。☎
０
４
７
・
４
５
７
・

６
６
２
７
。船
橋
市
金
堀
町

５
２
５
。

◎
鴨
川
シ
ー
ワ
ー
ル
ド
。中

学
生
以
下
の
入
園
料
無
料
。

大
人
割
引
。☎
04
・
７
０
９

３
・
４
８
０
３
。鴨
川
市
東

町
１
４
６
４-

18
。

　

先
月
中
旬
、
監
督
交
代
を

発
表
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

計
11
シ
ー
ズ
ン
に
渡
り
レ
イ

ソ
ル
を
率
い
た
ネ
ル
シ
ー
ニ
ョ

が
退
任
。
代
わ
り
に
指
揮
を

執
る
の
は
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
だ
っ

た
井
原
正
巳
新
監
督
で
す
。

　

現
役
時
代
は
横
浜
F
・
マ

リ
ノ
ス
な
ど
で
活
躍
。
日
本

代
表
で
は
歴
代
4
位
の
出
場

を
誇
る
な
ど
、日
本
サ
ッ
カ
ー

史
に
残
る
D
F
と
し
て
広
く

知
ら
れ
た
存
在
で
す
。
指
導

者
と
な
っ
て
か
ら
は
、
レ
イ

ソ
ル
で
は
計
11
シ
ー
ズ
ン
、

ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
を
務
め
、
ア

ビ
ス
パ
福
岡
で
の
監
督
経
験

も
積
ん
で
き
ま
し
た
。
　

現
在
は

リ
ー
グ
下

位
に
低
迷

し
、
ゴ
ー

ル
数
は
最

下
位
。
こ

の
課
題
を

解
消
す
る

の
が
、
新

監
督
の
大

き
な
仕
事
に
な
り
ま
す
。「
ま

ず
、
い
か
に
ゴ
ー
ル
前
ま
で

ボ
ー
ル
を
運
ぶ
か
。
シ
ュ
ー

ト
を
打
て
る
状
況
を
多
く
作

り
出
す
こ
と
が
重
要
」
と
攻

撃
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

シ
ー
ズ
ン
は
6
月
に
入

り
、
中
盤
戦
に
差
し
掛
か
り

ま
し
た
。
来
た
る
10
日
に
は

ア
ウ
ェ
イ
で
古
巣
横
浜
F
M

戦
。
ホ
ー
ム
で
は
18
日
に
カ
ッ

プ
戦
の
福
岡
戦
、
24
日
は

リ
ー
グ
戦
の
新
潟
戦
。
浮
上

へ
向
け
て
大
事
な
試
合
が
続

き
ま
す
。
新
し
く
踏
み
出
し

た
「
井
原
レ
イ
ソ
ル
」
を
ど

う
ぞ
応
援
く
だ
さ
い
。

　
　
　
（
柏
レ
イ
ソ
ル
広
報
）

柏
レ
イ
ソ
ル
公
式
H
P

https://www.reysol.co.jp/

新
監
督
、井
原
レ
イ
ソ
ル
で
奮
起
！

　

オ
オ
ム
ラ
サ
キ
は
実
に
美

し
い
チ
ョ
ウ
だ
。50
年
前
に
は
、

市
川
市
に
も
国
蝶
の
オ
オ
ム

ラ
サ
キ
が
生
息
し
て
い
た
こ

と
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。オ

オ
ム
ラ
サ
キ
の
幼
虫
は
エ
ノ

キ
の
葉
を
餌
に
育
ち
、羽
化

し
た
後
は
ナ
ラ
や
ク
ヌ
ギ
の

樹
液
で
生
息
す
る
。市
内
に
、

こ
の
樹
液
を
供
給
す
る
樹
木

が
減
っ
た
こ
と
で
、以
前
の
よ

う
な
生
息
状
況
を
復
活
さ
せ

る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。

　

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る

国
蝶
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
の
観
察

会
が
Ｊ
Ｒ
市
川
駅
南
口
徒
歩

２
分
の
市
川
駅
南
図
書
館
入

口
に
て
、６
月
22
日（
木
）か

ら
25
日（
日
）の
４
日
間
、10

時
か
ら
16
時
ま
で
開
か
れ
る
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、オ
オ

ム
ラ
サ
キ
の
飼
育
活
動
を
通

し
て
、環
境
改
善
と
保
全
の

必
要
性
を
訴
え
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人「
市
川
に
オ
オ
ム
ラ
サ
キ

を
生
息
さ
せ
る
会（
川
添
茂

代
表
）」の
主
催
。

　

観
察
会
に
先
立
ち
、市
内

の
３
つ
の
小
学
校
で
は
、理
科

で
チ
ョ
ウ
チ
ョ
ウ
を
扱
う
小

３
児
童
を
対
象
に
、オ
オ
ム

ラ
サ
キ
の
出
張
授
業
を
行
っ

て
い
る
。

　

ま
た
、中
山
小
学
校
な
ど

３
校
と
若
宮
幼
稚
園
な
ど
２

園
に
は
、実
際
に
オ
オ
ム
ラ
サ

キ
の
幼
虫
を
提
供
し
、子
ど

も
た
ち
が
飼
育
し
な
が
ら
、

観
察
を
続
け
て
い
る
。「
自
然

環
境
の
保
全
、生
命
の
大
切

さ
を
身
近
に
感
じ
、学
習
す

る
良
い
機
会
に
し
て
ほ
し
い
」

と
川
添
代
表
。 

同
会
は
現
在

会
員
を
募
集
中
。活
動
に
興

味
の
あ
る
方
は
川
添
代
表
ま

で
連
絡
を
。

▽
問
☎
０
９
０
７
１
８
９

０
１
８
８（
川
添
茂
代
表
）。

市川駅南図書館　22日～25日
市川市で国蝶オオムラサキの観察会市川市で国蝶オオムラサキの観察会

ⓒ山口直也


